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ス ポー ツ と ファン気 質
昭和医科大学教授 赤 坂 裕
昨 年 メルボ ンで行 われたオ リンピッ クでは体操,レ ス リング などの ようにほぼ予想通 りの
成績 を挙 げた ものもあれば,や や予 想を下廻つ た と思 われ る水泳や,期 待はずれの感 のあつ
た陸上競技 な どあつて,そ の後,練 習方法 の善 悪 など競技 に直接関 する問題 や,夫 々の競技
団体 の組織 叉は運営 の是非 に関す る問題 まで,種 々話題が提供 され ている ようである.然 し
それ等 の問題 につい ては,専 門家 で もない者 が新 聞面 の知識程度で かれ これ云 う積 りは毛頭
ない し,批 判 す る資格 もないので あるが,ス ポ ーツを愛 し,常 にスポーツに関心 を持 つ てい
るもの としては,多 少 の感 な きに しもあ らず で ある.
由来 目本人は勝敗 に こだ わ り過 ぎる傾 向が あるが,勝 敗 を争 う以上 は勝ち た く思 うのは 当
然 であ り,勝 つ ても らいた い と思 うのも無理 はない.然 し最善 を尽 してもなお敗 れ た場 合は
全 ぐ止 むを得 ない ことであつ て,そ れ以上 の ことを望む のは無 理で,選 手 自身 も悔 ゆ るとこ
ろはない筈 で あ り,期 待 にはずれた か らと云 つ て,結 果論的 にああだ,こ うだ と選手 や コー
チに色 々とけち をつ け るな どは感心 しない こ とで ある.
人間誰 しも身 びい き とい うことは あるもので,選 手 の最 も良い時 を標準 に して考 え勝 ちな
ものである.例 えば三段跳 の小掛 選手 の場合 であ るが,仙 台 で出 した16m48のレコー ドは昨
年度世 界最高 のもので あつ て,こ うい う レコー ドが常 に ヒョコ,ヒ ョコ出せ るものではな く,
中 々出せ ないものを出 した と ころに価 値が あるので ある.こ の レコー ドを見た時,我 々は誠
に愉快 で あつた.そ して若 しかす る と優勝出来 るかも しれ ない との希望を持 つた のも確か で
あ る.然 し必ず勝 てる と思つ たわ けではなかつ た.と ころが一般に は この レコー ドを何時で
も出せ る ように なつ たかに考 えて九分通 りは優勝 と決 めて しまつて期待 していた人が多かつ
た.ジ ヤ ーナ リス トもあ らゆ る讃 辞 を呈 し,如 何 に も優勝は決定 的 であるかの如 きことを報
道 して,益 々優 勝す るだ ろ うと思 い こませ た点 も あつた.そ して宛 も人気俳優 か人気歌手 か
の ように大変 なお祭 り騒 ぎで送 り出 し,さ て結 果が期待 にはずれ た とな ると,練 習が不足 で
あつた とか,コ ンデ イシ・ンの持 つ てゆ き方が悪 かつた とか.コ ーチが不減意 であつ た とか,
何 もか も悪い ことず くめで.敗 けてけ しか らん といつた ような事 を云 う人 が相当数 あつた よ
うであ る.我 等 の希望 な どとはや し立 て ていた人 々が,帰 国時 には甚 だ冷い態度 で,全 力 を
尽 して競 伎 して来た選手 に,「 何 だ,だ らしが ない な」 と云 わんばか りの仕 うち をす るな ど
は,全 くお気 の毒 と云 うよりほかはない 然 し大衆 と云 うものは,こ ういういわ ば無責任 な
ものなので あろ う。
300 赤 坂 一 ス ポ ー ツ と ファ ソ気 質
二十数年前,ロ スアンゼルスのオ リンピックの前のことである.当時 日本 のホープであつ
た短距離の吉岡隆徳選手が練習中,腎結石の発作 を起 して東大泌尿器科に入院 し,高橋明先生
に切石術を受けたことがある.極 く最近になつて高橋先生か ら伺つたのであるが,吉 岡選手
が入院すると直ちに,全 く見ず知 らずの多数の入から高橋先生宛に,早 く治せ,何 時か ら練
習出来るか,元 に戻 るか,な どの希望やら心配やらの投書があり,叉 中には大切な選手を台
な しにすると承知 しないそなどの脅迫 まがいの手紙 までまいこんだそうである.手術後の経
過は至極順調で,予 想以上に早 く恢復 して練習も出来,予 定通 りオ リンピヅ クにも出場 して,
100mには世界のベス トシックスの一人 として決勝に まで進出 したのである。
さてその後は吉岡選手を称える者はあつても,高橋先生に色汝と注丈 して来た連中の内誰
一人 として先生に御世話様でしたとか,御苦労様で したとかの一蓄 さえも云つて来た者はな
く,全 くそんなことはなかつたかの如 くであつた.唯 長与又郎先生だけが 「君 のお蔭だつ
た.有難 う」と云つて下 さつたそうである.
まず一般のファンというものはこうしたもののようであるが,ス ポーツマンに対 しては,




次に選手自身のことであるが,何 時も問題 とされるのは,勝 つても敗けても涙を流すとい
うことである.これを評 して勝敗に こだわ り過 ぎると云うが,僕 はそうは思わない.
長い間の苦心鍛練の結果,而 も全力を尽 して栄の栄冠を得た時は,感 激一入のものがあつ
て思わずも目頭の熱 くなるということは不思議 ではない.叉 逆に一敗地にまみれた場合にも
,言葉は悪いかもしれないが無念の涙と云つたものが出るのも当り前と云つてよいと思 う.
只その時の一時の感情の高まりが率直に現れるだけのことで,そ う問題にする程のことでわ
なく,む しろ美 しい状景 と見てよいと思う 勝つても敗けても平然 と好敵手を讃え或は慰め
ることのみが立派だとする考え方には必ず しも賛成は出来ない.勿論 こういう態度は好もし
いものであるが,た とい涙を流 しても直 ぐ次にはサッパ リと笑顔をもつて相手に対すること
が出来るならば,何 も変 るところはないと云つてよいであろう.
只今大日章旗がするすると上つて居 りますとのアナウンスと共に国歌が聞えて来た時,思
わずもグッと胸の熱 くなるのを覚えた人も決 して少 くなかつたと思う.ま してや選手自身誠
に感激の一瞬であり,涙が出ても何等不思議はない 競技態度も堂々としており,試合を済ん
での後は朗 らかに交歓し得るならば,涙 を流そうが,流 すまいが,そ れは一時的の事でそれ
程問題にすべきことではあるまい.必 ず しも勝敗にこだわ りすぎる醜態ときめつける必要は
ないように思われる.こ う考えるのは近頃の言葉で云 うウエッ トとドライとの差であろうか.
